























































































































































































































1980 3,334 966 29
1985 3,815 1,282 34
1990 4,365 2,124 49
1995 4,397 2,159 49
出典：赵建国『国有企业过剩就业分析』经济科学出版社2002年pp.134-135。


































































































































































































61.3 53.5 58.6 49.4 49.0 42.3 40.6 40.4
出典：陈朝阳、林玉妹『中国现代企业制度』中国发展出版社2002年p.16。
























年 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
国有部門従業員数 1092 1080 1096 1095 1077 881 834 788 741 692 662
都市部失業者数 42 48 52 55 57 57 58 60 68 77 80
　出典：『中国统计年鉴1998』p.127、『中国统计年鉴2002』p.117、『中国统计年鉴2005』p.117、中国统计出版社。
　注：①国有部門従業員数には、「契約工」は含まれていない。②都市部失業者数は、登録ベースの数である。
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